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令和４年第７回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 菊地 浩二 １公共施設マ

ネジメント

について 

１）木ノ宮地蔵堂コンクリートブロック造(Ｃ

Ｂ造)トイレについて 

①建築確認通知書や図面が確認できずまた、

壁の高さが約２２０cm、壁厚が約１３cmのこ

の建物は建設当時及び現在において建築

基準法に違反していないか 

②現在の耐震基準を満たしている建物とい

えるか 

③地震発生時の安全をどのように考えてい

るか 

④公共施設マネジメント基本計画ではこの

トイレの耐用年数を５０年とし適正化方

策では維持としているが、その理由は 

⑤このトイレは今後どのようにしていくか 

２）運動公園ＣＢ造トイレについて 

①公共施設マネジメント基本計画では昭和

６２年建設となっているが、間違いないか 

②建築基準法や現在の耐震基準を満たして

いるか 

３）北松原公園ＣＢ造トイレについて 

①町ではＣＢ造のこのトイレの耐震性能は

わからないとしている。このトイレはブロ

ック壁の高さが２００cm を越えているに

もかかわらず壁厚が１０cm 未満とかなり

薄く、また縦筋がどのように入っているか

想像もつかない。耐震性能がわからないの

になぜ公共施設マネジメント基本計画で

はこのトイレをこのまま維持としている

のか 

②現在の建築基準に適合しているか 

③小屋組や屋根材の経年劣化がかなり進行

している。建設以来これまで屋根周りの修

繕・改修記録はないが今後どのようにして

いくか 

４）町内小中学校内にあるＣＢ造防災井戸建屋

について 

①過去の一般質問の答弁で「防災井戸の耐震

性については検証していないので今後検

討、研究する」とあったが、現在でも検証

文化財保護課 
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はされておらず耐震性能はわかっていな

いが、町では震度６弱程度の地震でも倒壊

しないと考えているか 

②防災井戸建屋は公共施設マネジメント基

本計画の対象外のようだが、今後はどのよ

うに修繕や建替の計画を立てていくか 

５）唐沢公園軽量鉄骨造トイレについて 

①このトイレは昭和５６年の耐震基準見直

し以前の昭和５４年に建設されており、町

ではこのトイレの耐震性能はわからない

としている。公共施設マネジメント基本計

画では旧耐震基準の施設は耐震診断を行

っており、耐震化が必要な施設は既に耐震

化を実施しているとしているが、なぜこの

施設はこれまで耐震診断や改修がされず

現在に至っているのか 

②公共施設マネジメント基本計画ではこの

トイレの耐用年数を５０年とし適正化方

策では維持としているが、その理由は 

③三芳町地域防災計画では唐沢公園は一時

避難所となっているが、このまま維持する

か 

６）集会所の修繕・建替について 

①施設点検チェックシートでは目に見える

箇所のみの点検のようだが、基礎、床下、

壁内、屋根裏などはどのように確認してい

るか 

②町内の集会所の中で設計当時は基準通り

でも現在の建築基準に合っていない（いわ

ゆる既存不適格）集会所はあるか 

③１０カ所の集会所から計１５の修繕要望

がある。町では「全体的に（集会所の）老

朽化が進んでおり、修繕が必要な箇所も多

く、直ちに対応できないものもある」とし

ているが、なぜ対応できないか 

④公共施設マネジメント基本計画では「事後

保全」ではなく「予防保全」を修繕の基本

としているが、集会所の予防保全の実績は 

７）運動公園管理棟について 

①この施設は公共施設マネジメント基本計

画の対象となっていないが、その理由は 

②建設年、構造、延床面積、設計図書や建築
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確認通知書など建物の管理に必要な書類

はしっかり管理されているか 

③修繕計画はどのようになっているか 

８）公共施設マネジメント基本計画における耐

用年数ついて 

①一般社団法人日本建築学会では耐用年数

を目標耐用年数、実際耐用年数、物理的耐

用年数ほか多種多様に分類しているが、町

でいう耐用年数とはどういうものか 

②構造種別では木造や軽量鉄骨造が５０年

としているのに対して鉄筋コンクリート

造の耐用年数を６０年としているのはな

ぜか 

③耐用年数は構造のみで決めるのではなく、

個々の老朽化度合いなどを鑑み決定すべ

きでは 

 

 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

２ 桃園 典子 １教育相談体

制の更なる

充実につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）第２期三芳町教育振興基本計画の達成状況

について 

 ①教育相談活動の進捗状況について 

  ア 「町の教育相談室と小中学校の連携強

化」とあるが連携による効果は 

  イ 「教員のカウンセリング理論の習得や

技法の向上」という点は重要と考える

が具体的な取り組みは 

  ウ 児童生徒への心理的カウンセリング

が必要な時はどの様に対応している

か 

  エ 心理的カウンセリングに対応するの

はスクールカウンセラーだけか 

  オ 心理的支援充実のため、スクールカウ

ンセラーの勤務日数を拡充すること

は可能か 

②いじめ防止等のための基本方針に基づく

いじめ対策の進捗状況について 

  ア 「１１月をいじめ撲滅強調月間として

家庭・地域と連携した取り組み」とあ

るが内容は 

イ 「カウンセラーによる相談日や取り組

みを児童生徒や保護者に積極的に周

知」することは重要と考えるがどのよ

うに周知しているか 

  ウ いじめ対策プログラム「ＫｉＶａ」を

学校教育課 
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２大学との連

携包括協定

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用して教員向けのいじめを傍観さ

せない教育の研修をしてはどうか 

エ いじめをした児童生徒へは生徒指導

だけでなく、状況によってはカウンセ

リングによる支援も必要と考えるが

どうか 

③不登校対策の進捗状況について 

  ア 「三芳町適応指導教室・教育相談室の

機能を充実」とあるが充実のための取

り組みは 

イ 教育相談室での「不登校児童生徒や保

護者への心のケア」のためには心理専

門員による支援も必要と考えるがど

うか 

④増加傾向にある不登校やいじめなど児童

生徒・保護者への心理的な支援の重要性を

鑑み、教育相談室に心理専門員を配置する

必要があると考えるがどうか 

⑤町独自での心理専門員の配置や相談日を

設けるなど教育相談体制の更なる充実を

図ってはどうか 

２）人権教育について 

 ①命の授業について 

  ア 令和４年度の講演会の参加状況は  

  イ 参加者の声は 

  ウ 町として周知のための工夫は 

 ②人権についての更なる意識向上のため、講

演会のオンラインの視聴を可能にし、参加

者の拡大を図ってはどうか                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

 

１）町内の大学との連携包括協定の状況につい

て 

 ①包括連携協定によって実施されている事

業数は 

 ②町における地域課題やニーズをどう捉え

ているか 

 ③大学との連携や協議はどのように行われ

ているか 

 ④協定による効果を目指しての今後の展望

は 

２）ＩＣＴ教育におけるタブレット活用の学習

等で、更なる交流と支援の協力を求めては
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社会教育課 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

政策推進室 

 

自治安心課 

 

政策推進室 

 

学校教育課 

 



 5 

 

 

３敬老の日の

取り組みに

ついて 

どうか 

 

１）現在敬老の日に対象者へのお祝いは、どの

ような内容で行われているか 

２）お祝いの内容については、検討や協議はど

こで行われているのか 

３）敬老の日のお祝いに関する感想や要望の声

は 

４）敬老の日のお祝いについて、川越市で実施

されている敬老マッサージサービスやお

風呂の入浴券など高齢者の健康増進に関

する内容を検討してはどうか 

 

 

福祉課 

 

 

 

 

 

町長 

 

３ 内藤美佐子 １子育て支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）０～２歳児保育料の軽減及び無償化につい

て 

①住民税非課税による無償化の世帯及び対

象者の人数は 

②町の多子世帯保育料の軽減は就学前の同

時入所のみか 

③住民税非課税以外で第１子の年齢にかか

わらない第３子以降の人数は 

④県には第３子以降を無償化にする補助金

があるが、本町はこの補助金を利用してい

ないのか 

⑤第３子以降の無償化に県が２分の１及び

町が２分の１として、町の負担は年間どの

くらいか 

⑥県の補助金利用で、第１子の年齢にかかわ

らず第３子以降の保育料は無償化すべき

と考えるがどうか 

⑦東京都では第１子の年齢にかかわらず、第

２子保育料は半額、第３子以降は無償とし

ている。本町においても少子化対策及び子

育て支援として検討してはどうか 

２）幼稚園等送迎バス置き去り防止の取り組み

について 

 ①バス送迎を実施している幼稚園等の現状は 

 ②事件後、点呼による所在確認等の対策を講

じているか確認しているか 

 ③ブザーやセンサー方式の安全装置設置は

どうか 

３）保育所を利用していない０～２歳児への支

援について 

こども支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

こども支援課 

学校教育課 

 

 

 

 

 

健康増進課 
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２安全な公園

について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ワクチン接

種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①定期的な家庭訪問を事業化しては 

 ②家庭訪問時に子育てに役に立つ物品等の

配布をしては 

 

１）都市公園や子ども広場に防犯カメラ設置の

進捗は 

２）公園や子ども広場の雑草除去や樹木伐採に

ついて 

①雑草除去や樹木伐採の時期は年間で決ま

っているのか 

②住民からの要望があってからシルバー人

材センター等へ依頼するのか 

③住民の憩いの公園を何時も安全できれい

に保つために計画的な雑草除去や樹木伐

採の年間スケジュール化が必要では 

 

１）帯状疱疹ワクチン接種への助成制度の創設

は 

２）子宮頸がんワクチン接種について 

①積極的勧奨再開にあたり定期接種対象者

およびキャッチアップ対象者への周知は

いつどのように行ったか 

②今年度直近までの接種率はどのようにな

っているか 

③勧奨再開後の町民からの反響はどうか  

④９価ＨＰＶワクチンの効果や安全性につ

いて、国から情報はあるか 

⑤９価ＨＰＶワクチンの定期接種化に伴う

本町の対応として対象となる方への周知

方法をどのように行うか 

⑥９価ワクチンの接種が可能となる方たち

全員に郵送通知で速やかに確実に案内を

出すのはどうか 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

４ 鈴木 淳 １町の道路環

境について 

 

 

 

 

 

 

 

１）国道２５４号について 

①町内を走る国道・県道の課題解決について

町から要望はできないのか 

②藤久保第４区地内の一部で雨水が適切に

処理されない箇所（大崎電機前）があるが

このままでよいのか 

③右折信号の点灯時間の基準は 

④町道幹線１９号線との交差点で国道から

鶴瀬駅方面に右折するのは現状ではかな

町長 

道路交通課 
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り危険だが、町の見解は 

⑤県道との交差点から幹線１７号線との交

差点間の歩道には、未拡幅や植樹帯がせり

出しているために狭くなる部分が多く生

じてつまずいてしまう方もいる。また、夜

間は照明が届かない箇所が多い。通行者か

ら苦情も聞くが町はどう認識しているか 

⑥植樹帯の縮小や撤去について、県への確認

の結果は 

⑦中央分離帯の樹木が大きく育っているが、

枝の落下等による事故は起きていないの

か 

⑧歩行者や自転車が国道の反対側に渡る際、

車のＵターンゾーンや中央分離帯を渡っ

ている姿も見かける。各箇所に横断歩道の

設置など安全対策を講じるべきではない

か。 

⑨県土整備事務所が管理する国道・県道につ

いて協議をする場を定期的に設けていな

いのか 

２）町内の道路について 

①町内を通る道路の速度規制に基準はある

のか 

②幹線７号線の拡幅整備済み箇所はいつま

で３０㎞規制が続くのか 

③道路拡幅計画で挙げられた５路線の歩道

整備の進捗は 

④優先順位はどうなっているのか 

⑤その他の道路の拡幅用地を取得する機会

が訪れた際はどう対応していくか 

⑥みずほ台駅入り口交差点から役場に向か

う道路は一部（所沢市道分）がかなり狭く

なっており、歩行者の安全だけでなく車の

すれ違いにも不具合が生じているが、当該

箇所をどう考えているか 

３）都市計画道路について 

①都市計画道路の意義とは 

②幹線７号線の未整備箇所にスクールゾー

ンが設置されているが、整備後もスクール

ゾーンは設置したままにするのか 

③拡幅整備の進捗は 

④県道との交差点から南側は、道路形状に激

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

学校教育課 

 

 

都市計画課 

道路交通課 
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しいアップダウンや傾斜がついているが、

道路設計の進捗は 

⑤整備後は今まで以上に道路沿いの住宅地

に雨水が流入することが予想されるが、整

備による２次的な影響を考慮しているか 

⑥竹間沢地区及び藤久保第３区の未整備地

区の用地交渉の進捗は 

４）街路樹について 

①街路樹に関しての苦情や相談はどのくら

いあるのか 

②街路樹からの落ち葉や種子の処理は誰の

責務となるのか 

③私有地で育った樹木が歩道や道路に伸び

てきてしまっている場合、どのように対応

しているか 

④大きく育った街路樹によって道路標識が

見にくくなったり、沿道の建物や電線が影

響を受けている箇所が多く見受けられる

が、街路樹の維持管理は適切にできている

のか 

⑤緑と景観の保全、新たな緑地の創造を政策

テーマとするからには、その維持管理の責

務は今まで以上に重くなると思われる。現

在の公有地の樹木の維持管理、街路樹管理

事業の予算額は適当なのか 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政デジタル

推進課 

５ 林 善美 １小規模契約

希望者登録

の現状につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

２ストリート

ピアノにつ

いて 

 

 

 

１）登録件数は（三期分） 

２）発注先の選定方法は 

３）発注方法は 

４）発注件数は（三期分） 

５）登録名簿を公開している自治体がある

が、検討は 

６）現在、少額の業務委託や物品購入がある場

合はどのように行っているか 

７）業務委託や物品購入についても、希望者登

録を行ってはどうか 

 

１）利用実績は 

２）設置の効果をどう捉えているか 

３）利用者からの要望はあるか 

４）利用基準の見直しは考えているか 

５）もっと広く知ってもらうために、動画の撮

影を許可してはどうか 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ推

進課 
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３わが街ポー

タルみよし

（仮称）につ

いて 

６）ストリートピアノは町内のみならず、町外

からも足を運んでもらうきっかけとなる。

今後の展望は 

 

１）導入に至った経緯は 

２）企業選定の理由は 

３）導入の効果をどのように考えているか 

４）ホームページ作成やチャットボット等、今

後他の業務を委託する可能性は 

５）ホームページとわが街ポータルみよし

（仮称）の両輪で、当町の魅力を多くの方

に発信できる。２媒体の住み分けについて

どう考えているか 

町長 

 

 

 

秘書広報室 

 

 

 

 

町長 

６ 細谷 光弘 １しあわせな

まちづくり

の実現につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.介護と介護

認定につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）これまでの町政運営について取り組みの成

果は出てきているが、今後、町長が必要と

考えるしあわせなまちづくりを実現させ

るための課題や施策は 

①上富地区の課題は 

②課題の解決策は 

③北永井地区の課題は 

④課題の解決策は 

⑤藤久保地区の課題は 

⑥課題の解決策は 

⑦みよし台地区の課題は 

⑧課題の解決策は 

⑨竹間沢地区の課題は 

⑩課題の解決策は 

２）三芳町全体の公共交通について、町長は今

後どう解決していくのか 

 

１）第２号被保険者（４０歳から６４歳まで）

中で、がんで申請している方の要支援・要

介護認定者数の５年間の推移は 

２）介護認定について、４０歳から６４歳まで

の方が、１６種類の特定疾患について利用

できることを、誰が対象者に知らせるの

か、この制度の患者への周知について 

３）４０歳から６４歳までの方のがん検診の受

診率は、ここ５年どういう推移か 

４）４０歳から６４歳までの人のがん患者の要

介護認定申請について、末期がんの表記か

ら、医学的知見に基づき回復の見込みがな

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 
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い状態に至ったとされる時に変わったが

町の対応に変わったところはあるか 

５）末期がん患者に対して、町にはどの様な補

助やサービスがあるのか 

６）末期がんなどの患者で短期間のうちに病状

が悪化する可能性のある方にたいして、要

介護認定の実地にあたって、町はどのよう

な対応をしているのか 

７）暫定ケアプランについて、６）の様な方へ

の認定調査はどのように行われているの

か 

８）暫定ケアプランから本プランへの適用につ

いての町の基準等は、あるのか 

９）療養通所介護を利用したい場合、町内に住

んでいる方は、何処を利用できるのか 

10）がん検診の受診率を上げるための新たな取

り組みは 

11）自宅で介護されている家族の方に対して、

町の介護手当の増額や要介護３の方への

支給等ついても検討すべきでは 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

福祉課 

        

７ 細田 三恵 １賑わいのま

ちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）庁舎敷地内のこれまでの活用状況につい 

  て 

①庁舎７階展望台スペース 

②３階中庭スペース 

③インターロッキング広場 

２）上記①②③の庁舎敷地のこれからの活用を

どう考えているか 

３）令和の森公園の整備が進められているが今

後は「一日家族で憩える公園」にするため

にどのような構想があるのか 

４）今後の賑わいを想定してインターロッキン

グ広場の一般開放を積極的に周知しては

どうか 

５）新しい生活様式に向けたキッチンカーの活

用施策について 

①職員の昼食事情は 

②庁舎内のインターロッキング広場にキッ

チンカー等の乗り入れ開放をしてはどう

か 

③新たな雇用創出のためにキッチンカー等

への支援と制度の周知を行ってはどうか 

 

町長 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

町長 

都市計画課 

 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

総務課 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 
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２防災・減災に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）第８回地域連携避難訓練の実績について 

①参加状況は 

②総評についてはどうだったのか 

③課題があるとするとどの様なことか 

２）災害に温かい食事を提供できる新たな支援

協定を結んではどうか 

３）区長会で防災備蓄品共同購入の斡旋の状況

は 

４）在宅避難をより安心に過ごすために 

①在宅避難生活の備えについてこれまでに

町が取り組んできたことはどの様なこと

か 

②行政として在宅避難者の状況をどのよう

に把握し、必要な支援を届けるのか 

③在宅避難についてのホームページをつく

り、町民にして欲しい分かりやすい行動フ

ローチャートや簡易トイレの使い方や捨

て方の動画を掲載してはどうか 

５）地震の時自動で電気を遮断できる感震ブレ

ーカーについて 

①地震時に著しく危険な密集住宅地の把握

はしているか 

 ②電気関連法令に準ずる規定では、木造住宅

密集市街地には感震ブレーカーは設置勧

告となっているが当町での普及状況は 

 ③感震ブレーカーの啓発と合わせ設置につ

いて助成してはどうか 

４）災害意識の向上を促すために「災害状況イ

マジネーション」が必要とされる。町民を

巻き込んだ防災学習の仕組みづくりの啓

発をしてはどうか 

５）現在当町での防災士の人数と年代は 

６）防災リーダーの育成が必要と考えるが、防

災士のネットワークを構築してはどうか 

７）クライシスマネジメントこそが、平時にで

きる防災の要と考えるが、町長の見解は 

町長 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 久保 健二 １町民のため

の施設の整

備及び利用

について 

 

 

１）スケートボード滑走可能エリアについて 

①試行開放開始から３カ月以上が経過した

が進捗状況は 

②前回の質問後の要望、課題の対策等、どの

ような対応をしたのか 

③スケートボードの滑走スペースの設置に

町長 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

町長 
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２生活及び地

域産業を支

える物流サ

ービスに対

する事業所

への支援に

ついて 

 

３生活や通行

に影響を及

ぼす安全対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

ついては１年半前からの質問に対し度々

町長からは否定的な答弁があったが、前向

きになった理由は 

④近隣自治体を含め１年半前の質問した当

初はほとんどなかったパークや滑走エリ

アも今では次々と建設や計画が進められ

ているが町長が考えている滑走場所また

施設とは 

⑤令和５年度に予算化して整備をしてもら

えると捉えていいのか 

２）ドッグランについて 

①今まで再三、他自治体、他施設の取組や運

営方法等を提案し続けてきたが、今回の開

園にあたっての利用条件やルール等は 

②１０月３日より登録開始、１０月２２日に

開園されたが現在の登録者数は 

③開園して１カ月程度経過したが利用者か

らの声は 

④運営にあたっての今後の課題は 

 

１）運送事業者に対する助成金、継続支援金に

ついて 

①助成に対し検討はされたのか 

②県や他自治体が助成するなか当町がしな

い理由は 

 

 

 

１）町内道路の安全対策及び整備ついて 

①町内住宅街や通学路を含め消えて見えな

い、消え掛かっている箇所の路面標示につ

いて 

ア 消えて見えなくなった表示箇所が多く

見られるが路面標示修繕、整備の予定は 

イ 通学路や住宅内の路面標示が消えて見

えない箇所が多く見られるが整備がな

かなか進んでいない理由は 

ウ どの地域を、何箇所ぐらいを整備したの

か（過去３年程度） 

②草木、植込みの剪定について 

ア 標識が隠れてしまっている箇所の対応

は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

観光産業課 

 

 

 

 

 

 

町長 

道路交通課 
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イ 草木の植込み設置箇所の手入れは（歩道

内も含む） 

③ガードレール、黄色い鉄ポール、グレーチ

ング付き側溝蓋等を含む、破損箇所の整備

について 

ア 破損や交通に影響がないか等、調査や確

認はどのように行っているのか 

イ 修理するか否かの基準等はあるのか 

ウ 修繕箇所、修繕費用は（過去３年程度） 

④信号機（歩車分離型、音響式等）横断歩道

（設置要望等）、自転車通行表示（矢羽根型

路面標示等）の提案、要望後の進捗状況及

び今後の計画について 

ア 過去の質問後、巻き込み事故等の対策と

して歩車分離型、障がいを持つ方への安

全対策として音響式の信号機等の設置

を提案したが協議内容を含め、設置等の

進捗状況及び今後の整備計画は 

イ 町長、担当課長より以前設置する旨の答

弁があったが未だに施工されていない

自転車通行表示（矢羽根等）路面標示は

どうなったのか 

⑤立て看板の補修、交換等について 

ア 傷みや、文字等消えて見えなくなった看

板の修理や交換等、管理はどのように行

っているのか 

イ 倒れかかっていたり電柱や草木に隠れ

て見えなくなっている看板等の撤去等、

管理はどのように行っているのか 

⑥家屋の揺れ問題について 

ア ９月定例会で予算化されたが工事時期

は 

イ 今回の工事区間以外の区間の対策、計画

は 

 

 

 

 

 

９ 落合 信夫 １上富地域の

課題につい

て 

 

 

 

 

 

１）ゴミの不法投棄について 

①公共の場所に不法投棄されたゴミの対応 

 は 

②個人所有の土地に不法投棄されたゴミの

対応は 

２）空き家対策について 

 ①ゴミの投棄や動物等の進入が考えられる

が、町の対策は 

町長 

環境課 

 

 

 

自治安心課 
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 ②町で所有者に対策を促しては 

３）遊歩道について 

①適切な箇所に簡易トイレを設置して、気軽

に遊歩道の散策 ができるようにするべ

きでは 

 ②縁石が残っているが撤去する予定はない

のか 

 ③地蔵尊付近のトイレに漏水が見られるが

対応は 

４）下水道について今後の整備予定は 

５）上富第三区集会所について 

①隣地所有者との交渉は進められているの 

 か 

②現在の状態が続けば、集会所建物の劣化は

進むが、今後の対応は 

６）町道幹線１１号線について 

①グリーンベルト設置はできないのか 

②幹線１１号線と幹線１２号線の交差点に

横断歩道の設置はできないのか 

７）旧島田家のトイレについて、夜間に照明が

消えてしまうが、センサーライト等の対策

はできないのか 

８）上富小学校について校舎の老朽化が進んで

いるが修繕の計画は 

①屋上の手すりを含む鉄部の塗装はしない

のか 

②外壁や扉の修繕や塗装の予定は 

９）「集い処生き生き」について 

①行政の関与は行っているのか（補助金等） 

②町内に同様な集い処は何箇所あるのか 

③今後の集い処に関する町の考えは 

 

 

観光産業課 

 

 

道路交通課 

 

文化財保護課 

 

上下水道課 

自治安心課 

 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

文化財保護課 

 

 

教育総務課 

 

 

 

 

福祉課 

 

１０ 井田 和宏 １関係人口の

創出と拡大

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）関係人口の創出・拡大、もしくはその必要

性についてはどのように捉えているのか 

２）これまでどのような取組みを行っているの

か 

３）関係人口になり得るのはどのような人と捉

えているのか 

４）町として、関係人口に期待することは何 

  か 

５）受け皿はできているのか 

６）これまで町の事業に携わった人への継続的

なフォローはできているのか 

町長 

政策推進室 
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２効果的な広

報の在り方

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３沿道緑化対

策について 

７）活用できる国の支援等はあるのか 

８）関係人口の創出・拡大についての課題があ

るとすればどこにあると考えているのか 

９）今後の進め方について伺う 

 

１）例えば、「１１月８日の武蔵野の落ち葉堆肥

農法セミナー」についてはどのように周知

や告知を行ったのか 

２）今後、このセミナーの内容をどのように伝

えていくのか 

３）町民が知りたい情報をタイムリーに発信す

るために気を付けていることは何か 

４）町外への情報発信はどのような広報媒体を

使うのか 

５）それぞれの広報媒体の現状の分析と課題 

  は 

①広報みよし 

②ホームページ 

③ＳＮＳ 

６）各広報媒体を活用するにあたって庁内のル

ールやマニュアルはあるのか 

７）広報みよしについては編集方針や年間計画

等があるのか 

８）ホームページや広報みよしに掲載されるま

でに秘書広報室と担当課ではどのような

やり取りをするのか 

９）プレスリリースをするにあたってのマニュ

アルはあるのか 

10）職員が発信の当事者となるための研修等は

行っているのか 

11）目指すべき職員の姿はどのようなものと考

えているのか 

12）活動の指標はあるのか 

13）広報戦略を策定すべきではないか 

 

１）沿道美化や歩道の除草に優先順位はあるの

か、もしくはどのような順番で行っている

のか 

２）民有地から伸びた草や枝の対処は 

３）関越道の側道にゴミが目立つが、どのよう

な対策が考えられるか 

４）町内一斉のゴミゼロ運動を復活させるな

 

 

 

 

 

町長 

観光産業課 

 

 

 

秘書広報室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

道路交通課 

 

環境課 
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ど、住民の力を借りることも必要ではない

か 

１１ 増田 磨美 １高齢者が安

心して生き

られる町に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２藤久保地域

拠点施設整

備等事業の

進捗状況に

ついて 

 

 

 

３交通安全対

策について 

 

１）老々介護・認認介護について 

①老々介護・認認介護世帯の不安軽減のため

には対象世帯の把握が大切との回答だっ

たが把握の方法は 

 ②早期発見と対応にあたるためには、福祉

課、健康増進課が地域の皆様の協力を得な

がら対応にあたることが重要との回答だ

ったが方法は 

２）介護認定後、ケアマネジャーを決めるには

どうしたらよいか 

３）ケアマネジャーは人数的に十分か  

４）ケアマネジャーが行う阻害要因を見つける

目をどのように育てているか 

５）町のフレイルの状況をどのように捉えてい

るか 

６）令和３年度から始まった新しい取り組みの

効果は 

７）他市のフレイル予防対策は 

８）地域包括支援センターの課題は 

９）認知症サポートセンターをどのように発展

させていくか 

10）共生社会を考えるうえでの居場所づくりと

子ども食堂との関り方については 

11）高齢化が進む中、「高齢者にやさしいまちづ

くり懇談会」での検討内容は  

12）高齢化社会に向けて考える施策は 

13）高齢者が安心して長く住める町にするため

に条例を考えては 

 

１）進捗状況は 

２）公告後、事業希望者の質問については 

３）８月の現地説明会への参加事業者数は 

４）事業者選定委員会のスケジュールは 

５）公開プレゼンテーションは必要では 

６）コンサルタントからの最近のアドバイス 

等は 

 

１）元郵政宿舎周りの道路の今後は 

 ①通学路の安全確保は 

 ②建設事業者からの説明は 

町長 

福祉課 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

住民課 

 

健康増進課 

 

 

 

福祉課 

 

 

 

 

町長 

 

 

町長 

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

町長 

学校教育課 

道路交通課 
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２）藤久保地域拠点施設内駐車場からの 

道路について 

①藤久保地域拠点施設駐車場出入口を含む

安全対策は             

施設ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ課 

 

１２ 吉村美津子 １福祉施策の

向上につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学校教育等

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．現在の個人

情報保護条

例と現在策

定中の個人

情報保護条

１）福祉施策の向上について町長に問う 

①１８歳までの医療費は無料とするべきで 

 は 

②学校給食費の２分の１を補助しては 

③補聴器の購入費を補助する助成制度の創

設は 

④低所得者に対して水道料金の基本料金の

免除制度を設けるべきでは  

⑤福祉施策の向上について、町長はどのよう

な具体的施策を考えているか 

 

１）児童・生徒の不登校問題 

①川崎市のような「子どもの権利に関する条

例」を制定すべきでは 

②「子どもの権利に関する条例」とフリース

ぺースえんを学ぶために視察・研修を検討

すると答えているが、進捗は 

２）ＧＩＧＡスクール構想の問題点について 

①電子黒板やタブレットによる健康への影

響をどのように捉えるか 

②ＯＥＣＤの国際的な学習到達度調査のま

とめによると、ＩＣＴ教育は読解力、数学、

科学の３領域でコンピューターの利用時

間が長いほど学力は低下しているとのこ

と。探究的な思考には適していないとのこ

とだがこれらの点も今後検証が必要にな

ると思うがどうか 

③学びが孤立化し、協同の探究が阻害されて

しまうのでは 

３）小学校６年生と中学校３年生の６・３制は

堅持すると答えているが今も考えは変わ

らないと思うがどうか 

 

１）現在の個人情報保護条例 

①２０１７年から２０２１年までの開示数

は 

②すべて本人の同意がある下での開示か 

③審議会の役割はどのように捉えているか 

町長 

こども支援課 

 

学校教育課 

福祉課 

 

上下水道課 

 

福祉課 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

総務課 
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例の違いに

ついて 

２）現在策定中の個人情報保護条例について 

①仮名加工情報は本人の同意が無くても町

は公開することができるのか 

②本人の同意が無くとも民間の会社などへ

の情報提供は可能になるのか 

③匿名加工情報についての考え方は 

④本人の知らないところでの個人情報の提

供によって、損失があったときに、提供者

の町の責任はどのようになるのか 

⑤現条例と現在策定中の条例との違いをど

のように捉えるか 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 本名 洋 １学校図書館

の整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２妊娠した女

性への支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ゼロカーボ

ンシティ宣

言を踏まえ

た取り組み

について 

１）開館日・時間は 

２）三芳町子ども読書活動推進計画について 

①読書を楽しむ空間づくり（カーペットや畳

敷きの読書コーナーの設置等）は 

②調べ学習等の授業に対応できる机やいす

の整備は 

③探しやすく読みたくなる書架づくりは 

３）新聞は配備されているか 

４）学校司書について 

①学校司書の司書資格の有無・人数は 

②研修の状況は 

③時給は 

 

１）リプロダティク・ヘルス/ライツを守る取り

組みが行われているか 

２）「妊娠では」思った時（計画的な妊娠・意図

せぬ妊娠）の相談体制の周知は十分図られ

ているか 

３）母子健康手帳への「子どもの権利条約」を

掲載しては 

４）妊娠中絶、流産、死産の際の相談、グリー

フケアの体制はあるか 

５）赤ちゃん訪問後の相談・支援体制は 

６）産後の心身のケアの相談体制は 

７）産後ケア事業の期間は 

 

１）地球温暖化対策実行計画について 

①「事務事業編」について、「電力」の削減が

重要であると考えるが担当課としての見

解は 

②「地域施策編」の計画策定は 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

環境課 
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２）令和５年度予算において盛り込むべき計画

について 

①太陽光パネル・蓄電池への補助 

②太陽熱利用への補助 

③省エネリフォームへの補助 

④その他具体策は 

３）経済循環の視点からエネルギー購入費用の

域外流出をどう考えるか 

 

 

 

 

 

 

町長 

 


